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1989（平成元）年の段階で，東京 23 区，川崎市，横浜市，横須賀市には合計で 2262 軒の銭湯があったが，2018














































第 4回　令和元年 11 月 20 日
「近代における台所改革と女性の社会的地位向上」
 一般社団法人　東京建築アクセスポイント代表　和田菜穂子　
戦後日本はアメリカの影響を受け，「ダイニング・キッチン」という和製英語が示すように，台所内部に食事
の場が設けられるようになった。台所は家庭の主婦が主役を演じる場として，自然光が差し込み，明るく清潔な
場へと変化した。このような「台所改革」は戦後に始まったものではない。我が国では 1910 年代頃から大正デ
モクラシーの風潮のもと，「台所の改善・合理化」は「生活改善運動」の一つとして取り組まれていた課題であ
った。「台所の改善」は女性の家事労働の軽減に繋がるものであり，女性向けの雑誌等で女性家政学者らによっ
て盛んに提案されていた。この動きは日本に限らず全世界的に共通する課題であった。例えば 1930 年代に登場
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したドイツの「フランクフルト・キッチン」はテーラーシステムを家事労働に応用した事例として知られている
が，これもまた女性建築家マルガレーテ・シュッテ =リホツキーによる提案である。日本でも家政学者の三角錫
子が 1910 年代に女中を廃した台所の家事効率について提案していることも特記しておきたい。
戦後になると，日本住宅公団の集合住宅にステンレスキッチンが標準装備されるようになる。ステンレス素材
は水に強く，清潔感があり，戦前でも用いられていたが，高価で庶民には手の届かないものであった。しかし戦
後になるとサンウェーブ工業ら企業による技術革新が急ピッチで進められ，大量生産の仕組みが成立し，バスタ
ブなど他の水まわり設備機器でも用いられるようになっていった。台所流し台のデザインについては，シンク，
作業台，調理台の配置が検討され，最終的に女性建築家浜口ミホによる「ポイントシステム」が採用された。こ
れはシンクを中央に配したもので，実際の調理作業の様子を実験し，その結果をもとに提案されたプランであっ
た。その後，電化製品が普及するようになると，台所はモノに溢れ，その置き場に困るようになっていった。電
気洗濯機が「理想の台所」に装備されるものとして百貨店や家電メーカーでプロモーションされている時期もあ
った。
このように戦前戦後の台所改革の歴史を紐解いていくと，そこには必ず女性建築家や女性家政学者の提案があ
った。家庭の主婦が最も時間を割く家事労働が台所での調理作業であり，日常生活に不可欠な作業だからである。
いかに効率よく合理的に家事労働ができるか，それらの課題に真摯に取り組んだのは，その担い手である女性で
あった。現在，電子レンジをはじめ，ロボットによる掃除機，全自動洗濯機など便利な電化製品が次々と開発さ
れている。それに伴い，家事労働の軽減，時間短縮が図られていることは間違いない。女性の社会進出の機会は
増加の一途をたどっているが，子育て支援等の社会制度がまだ整っていないことが懸念である。
